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海洋プラスチックごみ問題に挑戦する企業アライアンス

（公財）福岡県リサイクル総合研究事業化センター・令和4年度研究成果発表会
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海洋プラスチックごみ問題
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・海洋プラスチックごみ問題

・企業の取り組み
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技術革新の光と影

地球温暖化

海洋プラごみ

いつの時代も、人々は快適で健やかな生活を手に入れるために知恵を絞ってさまざまな技術や
商品・サービスを生み出してきた。 しかし、すべてのものには光と影があるように、活用対象や活用
方法の拡大にともない、考えもしなかった副作用が顕在化し、場合によっては逃げ場のないリスクに
直面することになる。

アスベスト

フロン PCB ※ポリクロロビフェニル

1955耐火建材⇔1975じん肺

1928冷媒⇔1985オゾン層破壊 1954絶縁油⇔1973強毒性

DDT ※ジクロロジフェニルトリクロロエタン
1939殺虫⇔1962沈黙の春

18世紀中～産業革命 ⇐ ⇒ 1992リオサミット

1945第2次世界大戦後 ⇐ ⇒ 2015
G7エルマウサミット
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UNEP Single-Use Plastics : A Road Map for Sustainability, 2018 

・紙：紀元前3000年～
パピルス

・鉄：紀元前1500年～
ヒッタイト

・1950以降に生産された
プラスチック83億トン
その63億トン廃棄
→9％リサイクル
12％焼却、熱利用
79％自然界（埋立、海洋）
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↑PCB、DDTなどの有害物質

プラスチックポイ捨て ⇒粉砕（波、UV）
⇒化学物質吸着 ⇒魚介摂食 ⇒捕食

景観劣化、衛生被害、漁業被害
生物多様性劣化、健康被害

プラスチックごみ問題に係るEUの動き

マイクロプラスチック 5mmΦ以下
6

海洋プラスチックごみ問題
EU「サーキュラーエコノミーパッケージ」
2015/12
持続可能な経済成⻑を促進し、新たな雇用を生む

EU「プラスチック戦略」
2018/1
2030年までにEU域内における全てのプラスチック包装
材をリユースまたはリサイクルすることを目指す

EU「新サーキュラーエコノミー行動計画」
2020/３
遅くても2050年までに、カーボンニュートラルで環境的に
持続可能なサーキュラーエコノミーを達成する

EU「使い捨てプラスチック流通禁止指令」
2021/7施行
・綿棒の軸、カトラリー、皿、ストロー、マドラーなど使い捨
てプラスチックを禁止

GB「プラスチック製包装税」
2022/4施行
・0.2ポンド/キロで課税、30％以上の再生プラスチック使
用で非課税
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【ウィークネス】
・燃えやすい（難燃剤）
・UVに弱い（紫外線吸収剤） 添加剤で解決
・帯電しやすい（帯電防止剤）

【ストロングポイント】
・加工しやすい（可塑性）
・軽い 比重0.9～1.4（ガラス2.5、アルミ2.7）
・摩耗しにくい
・水や油、薬品に腐食しにくい
・複合化しやすい（多層フィルム、セルロース複合）
・着色しやすい
・安価

例：容器包装
・様々な形状
ボトル/チューブ/袋/瓶

・輸送・保管
・内容物保護
水分/酸素/香料バリア

・加飾性
・大量生産

複雑な構成で多機能かつ安価
様々な産業分野（自動車、住宅、
家電、食品、日用品・・・）で活躍反
面、リサイクルしにくい課題が顕在化

プラスチックの光と影

飲料用PETボトルは共通仕様＆回収ボックスで成果
（リサイクル88％）PETボトルリサイクル推進協議会HP
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医療器具
マスク

貯水タンク
水道管

農林業資材
容器包装

発電機部材
送電線

石化原料
CO2 海洋ごみ

マイクロプラ

拡大
生産者責任

プラスチックの光と影
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住宅資材
保温材

都市ごみ
不法投棄

ICT部材
文房具



海洋プラスチックごみ

National Geographic (2015)

中国 132～353万トン/年
インドネシア 48～129
フィリピン 28～ 75
ベトナム 28～ 73
アメリカ ～ 11
日本 ２～ 6
J.R.Jambeckらによる2010年推計値 (2015.Feb. Science) 10



環境・資源循環
・生物多様性白書
（環境省2019）

海洋プラスチックごみ PETボトル
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1967年 大阪 環境省資料
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環境省資料
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14出典：一般社団法人プラ循環利用協会「2019年度プラスチック製品の生産・廃棄・再資源化・処理処分の状況」
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マテリアルリサイクル
分別、粉砕、洗浄、混錬

＋ケミカルリサイクル
高温分解

25％
出典：一般社団法人プラ循環利用協会「2019年度プラスチック製品の生産・廃棄・再資源化・処理処分の状況」
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環境省資料

日本
「プラスチック製買物袋有料化
制度」 2020/7施行

「プラスチック資源循環促進法」
2022/4施行



環境省資料
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プラスチックに係る世の中の動き

・ 1955～1972 高度経済成⻑
大量生産・大量消費・大量廃棄
不法投棄、最終埋立処分場逼迫

・1995 容器包装リサイクル法
３R推進・サーマルリサイクル
拡大生産者責任

・1997 京都議定書

・2015 SDGs
・2015 パリ協定

・2019 大阪ブルーオーシャンビジョン
・2020 EUサーキュラエコノミー行動計画
・2021 バーゼル法改正
・2022 資源安全保障

プラスチックの置かれた現状と未来
一般社団法人プラ循環利用協会「2019年度プラスチック製品の生産・廃棄・再資源化・処理処分の状況」

環境省
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・海洋プラスチックごみ問題

・企業の取り組み
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3Rへの真摯で粘り強い取り組み
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3Rへの真摯で粘り強い取り組み
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PETボトルリサイクル推進協議会ホームページより【飲料業界での取り決め】
全国清涼飲料連合会
PETボトルリサイクル推進協議会

・ボトル材質はPETのみ
・ボトルは透明にする
・ボトルに印刷しない
・ボトルはつぶれ易くする
・キャップ、ラベルにアルミ、PVC
を使わない
・ラベルは剥がし易くする

・自販機横にリサイクルボックスを設置

日本のべスプラ・飲料PETボトルのリサイクル
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全国清涼飲料連合会調べ（2020/9）ホームページより
※写真除く

飲料PETボトルのリサイクル
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飲料PETボトルのリサイクル

全国清涼飲料連合会調べ（2020/9）ホームページより ※写真除く
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ケミカルリサイクル 用途

高炉還元 廃プラスチックをコークスの代わりに還元剤と
して使用する。

高炉

コークス炉 廃プラスチックを1200℃で熱分解し、高炉の

還元剤となるコークスと炭化水素（化学原料）
に分離する。

コークスおよび化学原料

ガス化 廃プラスチックを～1500℃に加熱し、
一酸化炭素、水素等に分解する。

メタノール、アンモニア、酢酸製
造などに活用

油化 廃プラスチックを～400℃で触媒を用い分解、
エチレン、プロピレン等の炭化水素を得る。

ナフサクラッキングでプラスチッ
クへ再生可能

モノマー化 化学分解してモノマー化する ＰＥＴの再生など

ケミカルリサイクル技術

・高温処理なので、複合材、汚れ物を一括して処理できる
・原料まで戻すので、同じプラスチックへ再生できる
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・設立 2019年1月18日
・会⻑ 澤田道隆 花王
・会員 159社・団体（設立時）

リサイクル、化学、製紙、成形加工
食品・飲料・トイレタリー製造、流通

・活動概要

2019年6月 CLOMAビジョン公開
ねらいと活動原則

2020年5月 CLOMAアクションプラン公開
中⻑期目標と活動計画

2022年６月 会員数：472社・団体

2019年1月、一般消費者向け商品のサプライチェー
ンを担う企業が中心となり、クリーン・オーシャン・マテリ
アル・アライアンスCLOMAを設立した。

海洋プラスチックごみ問題の解決に向けては、既に滞
留しているプラスチックを回収するとともに、新たに流
出させない取り組みが必要となる。

CLOMAでは、日本の産業界がこれまで培ってきた技
術やノウハウを持ち寄り、官民連携で3Rと代替素材
のイノベーションを加速、プラスチックの循環利用を徹
底することで、消費者や社会とともに海洋に流出する
プラスチックごみのゼロ化を目指す日本発のソリュー
ション＝ジャパンモデルを世界に発信していく。

Japan Clean Ocean Material Alliance
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CLOMAが貢献するフィールド

海洋からの回収 対応範囲

滞留量 1.5億トン New Plastic Economy(エレンマッカーサー財団)

世界のプラスチック生産量
3.2億トン/年
（Plastics Europe）

海洋への流出

化学原料

分別回収

プラスチック リサイクル

焼却・埋立
流出量 800万トン/年

・３Ｒの深化・推進
・代替素材の活用
・流出プラへの対応

回収プラのリサイクル
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商社・コンサル

政府

NGO

ファイナンス

工業会

リサイクラー
・再生材製造:11%

ブランドオーナー
・製品設計:20%

リテーラー
・販売、店頭回収:2%

消費者

自治体
・分別回収

・ESG投資

・制度設計、国際交渉

・業界標準化:6%
・分別廃棄
・ポイ捨て防止

容器メーカー
・容器開発:22%

CLOMA会員
連携先原料メーカー

・システム設計:14%

・素材開発:21%

機械メーカー
・機械設計:5%

研究機関

・調査、啓発

・共同研究

サプライチェーンと連携で取り組むCLOMA

東京都
埼玉県
大阪府
広島県
会津若松市

川崎市
大阪市
神戸市
北九州市
和歌山市 28



アジアから展開
インドネシア、ベトナム、フィリピン等

インドネシア協力WG
インドネシア政府と合意
官民の団体NPAP窓口

環境適合設計
リサイクル技術／システム
代替素材
消費者啓発
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国際的な団体やＮＧＯとのアライアンス
Plastics Europe, WBCSD, IUCN等

〇日本発のソリューション＝ジャパンモデルを世界に発信していく

世界への貢献

AEPWと
戦略的包括提携

2021/3
29



CLOMA
アクションプラン

CLOMA

社会への
貢献

企業価値

A社

C社

C社

D社

B社

A社ビジネスマッチング

新たな社会システム＆ビジネス

自治体

生活者

CLOMA 継続の重要性と発展

B社

D社
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・プラスチック使用量削減
・マテリアルリサイクル率の向上
・ケミカルリサイクル技術の

開発・社会実装
・生分解性プラスチックの開発・利用
・紙・セルロース素材の開発・利用
・分別回収システムの高度化

CLOMAアクションプラン

CLOMAは、海洋プラスチックごみの削減に貢献するため
2050年までに
容器包装等のプラスチック製品100%リサイクルを目指します。
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日本
プラスチック資源循環戦略

プラスチック使用量削減

マテリアルリサイクル率の向上

ケミリサ技術の向上・社会実装

生分解性プラの開発・利用

紙・セルロース素材の開発・利用

2030 2050

CLOMAアクションプラン

世界 SDG14：海の豊かさを守ろう

CLOMAアクションプラン全体像

容器包装リサイクル60% * プラ製品リサイクル100% **

PET：回収100%、リサイクル最大化

その他プラスチック：リサイクル60%

バイオマスプラ200万ﾄﾝ導入に貢献

プラスチック代替素材10万ﾄﾝ導入 プラ代替素材100万ﾄﾝ導入

最大活用

*リサイクル：マテリアルリサイクル＋ケミカルリサイクル、 **プラ製品：容器包装、カトラリー、漁具等から

大阪ブルー・オーシャン・ビジョン
海洋プラごみの追加汚染をゼロに

2025 リユース・リサイクル可能なデザイン

2035使用済プラ100％有効利用

2030ワンウェイプラスチック累積25％排出抑制
容器包装の60％ﾘﾕｰｽ・ﾘｻｲｸﾙ
再生利用を倍増
バイオマスプラ約200万ﾄﾝ導入

バージンプラスチック25%排出抑制
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【容器包装設計の革新】
・物流・販売、ライフスタイルの変化への対応
・リサイクル視点
・新素材・新構造の開発と応用

【マテリアルリサイクルの高度化】
・モノマテリアルの開発と応用
・多層フィルム分離技術
・高度な洗浄技術（素材との連携）
・再生品の品質保証
・再生品の高付加価値化
・既存設備の最大活用

【ケミカルリサイクルの最大活用】
・食品等の汚れ、複合素材への対応
・大規模処理施設に係るコンビナート等の活用
・ガス化、油化等によるプラスチック再生への注力
・LCA等による環境性評価
・使用者、消費者コミュニケーション

【代替素材の開発・利用】
・最大活用できる用途提案（農業、土木、災害用等含む）
・リサイクル方法の開発（バイオガス回収、セルロース活用）
・ワンウェイプラの代替としての複合化技術および分離技術
・生分解性の評価

【分別回収】
・ポイ捨て防止 多様な回収方法（自販機横、店頭、オフィス等）
・消費者啓発
・産廃・事業系ごみの取り込み
・容器包装以外へ拡大（家電、自動車、アパレル等）
・ICT活用によるトレーサビリティーおよび付加価値創出

【社会・グローバルへの展開】
・ビジネス拡大
・知財の活用
・制度提案
・パートナー発掘

CLOMAアクションプランの検討ポイント
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【2020】
59件
22
14
10

CLOMAを活用したビジネスマッチング

【2019実績】
情報交流 50件
研究開発 18
事業化検討 8
事業化 6

【2021】
105件
30
11
20



※CLOMAの場や活動を通じてのマッチングに加え、CLOMA会員が中心となり別の場で立ち上げた活動を含む。

CLOMAを活用したビジネスマッチング

北村化学産業
発泡バリアトレー

日本製紙
紙製バリア蓋材
SHIELDPLUS®

プラ使用量 40％削減

カネカ
海洋生分解性ポリマー
PHBH®

2019年11月から
セブンカフェでストロー使用

セブン＆アイ
セブンカフェ

生分解性プラのレジ袋
2019年12月から販売開始

GSIクレオス
生分解性樹脂
MATER-BI

凸版印刷
フィルム製造技術

2019→ 2020→
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CLOMAを活用したビジネスマッチング例 2021
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CLOMAを活用したビジネスマッチング例 2021

37



CLOMAを活用したビジネスマッチング例 2021
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日本石鹸洗剤工業会ホームページより

化粧品、トイレタリーの詰め替え普及
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詰め替え容器のリサイクル

マテリアルリサイクル

ケミカルリサイクル

焼却
（エネルギーリカバリー）
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日本石鹸洗剤工業会ホームページより



鎌倉、上勝、石巻、女川、北見と共同で実施

つめかえ容器のリサイクル
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花王ホームページより



4242

多様なアライアンスへの発展



神戸市ホームページより

CLOMAを活用したプロジェクト例
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東京都市ホームページより

CLOMAを活用したプロジェクト例



45

CLOMAを活用したプロジェクト例
J-CEPホームページより



環境・安全 → CSR → サステナビリティ → ESG

1950四大公害訴訟 2006CSV 2017TCFD

2005PRI 2015コーポレートガバナンスコード

2000グローバルコンパクト 2015パリ協定

2015SDGs
2019大阪ブルーオーシャン

ビジョン

近隣住民
地域

企業市民
グローバル

未来世代
地球

経営方針
企業価値・生存条件

社会と企業との関係の変遷
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